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要旨 

中小企業にとって、グローバル・バリューチェーン（GVC）は、グローバル経済に参加す
る新たな機会を提供するものである。GVC への参加がもたらす恩恵は、企業間連携の性質
やグローバルな生産ネットワークにおける個々の企業のポジションによって異なる。デジ
タル化の中で、貿易コストが減少し、中小企業の貿易への関与が高まり、新しいタイプのボ 
ーン・グローバル企業（起業して間もなく海外展開やグローバルビジネスを狙う企業）が誕
生している。とは言え、貿易にかかるコストや制約は依然として存在しており、それは特に
中小企業に不利である。貿易環境がますます複雑化する中、情報、スキル、技術、金融、貿
易の円滑化、コネクティビティへのアクセスなど、国際化において中小企業が直面する制約
に対応するため、政府全体での取り組みが求められている。

課題 

経済や雇用シェアにおける高いウェイトに比して、中小企業の輸出に占める割合は小さ
い（OECD-WB 2015）。大半の OECD 諸国において、中小企業は全企業の 95%以上、総雇用
者数のおよそ 3 分の 2、また民間企業における付加価値額の半分以上を占めているが、輸出
額全体に占める割合は 20%から 40%と、かなり低い。大半の国で工業の大企業の 90%以上
が輸出を行う一方、中小企業では 10%から 25%にとどまっている。 

貿易とグローバル・バリューチェーン（GVC）は、中小企業にとって、技術や経営知識の
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スピルオーバーを吸収し、スキルの幅を広げて深化させ、イノベーションや規模の拡大、生
産性向上の機会をもたらすものである（Lileeva and Trefler 2010; Caliendo and Rossi-Hansberg 

2012; Wagner 2012; OECD 2018）。輸出入、海外直接投資のいずれを問わず、多くの場合、国
際事業への進出は生産性の向上を伴うものであり、雇用増大の重要な原動力となり得る
（Wagner 2012）。中小企業は、直接輸出業者（貿易）、輸出企業の川上のサプライヤー（供
給）、または海外の投入財および技術の輸入業者（調達）として、GVC を統合する役割を果
たしている。また、多国籍企業との提携（提携）、あるいは自身が多国籍企業となること（投
資）も可能である（OECD 2018）。中小企業の GVC への関与の仕方もまた、製造、サービス
など事業活動のタイプや分野によって異なる。 

 

GVC の台頭とデジタル化は、中小企業にグローバル経済に参加する新たな機会を提供す
るものである。中小企業が柔軟性を増し、製品をカスタム化・差別化する能力を備えれば、
変化する市場環境や短い製品ライフサイクルにも迅速に対応できるため、世界市場で競争
優位を獲得できるようになる（OECD 2018）。 

 

実際のところ、一部の国際的なニッチ市場では中小企業が圧倒的なシェアを占めており、
また、革新的な小企業が新製品の開発や新規市場への参入にあたり多国籍大企業の重要な
パートナーとなっていることも多い。例えばドイツでは、中小企業が一部の特殊製造部門に
おいて世界市場の 70%から 90%のシェアを持ち、ドイツの貿易黒字の大部分を占めている
（OECD 2016; OECD 2018）。加えて、中小企業の輸出シェアが比較的大きい国では、中小企
業と大企業の平均給与の格差は小さい（図 1）。 
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図 1. 中小企業の輸出性向が高い国では、大企業との賃金格差が小さい 

 

2014年の製造業賃金格差と中小企業貿易 

 
MEX：メキシコ DEU：ドイツ GRC：ギリシャ GBR：英国 

LVA：ラトビア POL：ポーランド SWE：スウェーデン SVK：スロバキア 

CZE：チェコ ITA：イタリア BEL：ベルギー ESP：スペイン 

AUT：オーストリア SVN：スロベニア EST：エストニア DNK：デンマーク 

NLD：オランダ LTU：リトアニア 

注：中小企業の賃金格差は、大企業と中小企業の従業員 1 人当たりの平均給与の差として測定。中小企業の輸出性向は、

中小企業の総生産に対する中小企業の輸出シェアの比率として測定。 

出典：OECD 近刊。OECD Structural and Demographic Business Statistics and Trade by Enterprise Characteristics データベース

に基づく。 

 

しかし、貿易および投資の自由化やデジタル化は、国境を越えた分業の促進に貢献してい
るものの、貿易にかかるコストと制約は依然として存在しており、中小企業に相対的に不利
な影響を与えている。 

 

国際市場への参入は経費がかさむため、一般に、国際化する余裕があるのは最も生産性の
高い企業に限られている（Melitz 2003; Bernard et al. 2007）。中小企業は規模の経済性で劣る
ので、中小企業の輸出額の中では貿易コストの占める割合が高くなる。つまり、中小企業は、
関税・非関税貿易障壁の影響を相対的に強く受けることになるのである（WTO 2016a）。ま
た、GVC が中小企業の事業拡張や成長に与える影響は、企業のグローバル生産ネットワー
クにおけるポジションや、インフラの質、政策環境および戦略的資源へのアクセスによって
異なってくる。中小企業は、新規投資のための資金調達、情報、スキル、技術へのアクセス
において多くの制約に直面しており、これらはいずれも企業の国際競争力を低下させ、貿易
コストに対処することを難しくしている（Jinjarak et al. 2014）。 

中小企業の賃金格差 

中小企業の輸出性向 
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提言 

 

＊GVC推進の取り組みを検討する際は中小企業の視点から 

 

中小企業の世界市場参入を阻む様々な障壁は、中小企業に相対的に不利な影響を与えて
おり、これらの障壁に対応する上で政策は重要な役割を果たしている。国際的な生産網の複
雑さは、サービス貿易から効率的な国内市場に至るまで、幅広い政策が重要であることを示
している。 

 

GVC は、財とサービス両方の貿易政策の重要性を増大させる。現代の生産ネットワーク
は、財とサービスの輸出入双方向の流れに依存している。中間投入は多くの場合、何回も国
境を越え、その度に追加貿易コストが累積されている。中小企業の収益基盤は弱いため、こ
のような貿易コストは中小企業に相対的に不利な影響を与える。多くの財に対する関税は
先進国では低いものの、サービス貿易の貿易障壁は依然として高い。OECD のサービス貿易
制限指標に関する研究では、先進国間でさえ、外国人の所有制限、人の移動の制限（例えば、
割当制度、滞在期間の制限）ならびに競争障壁の存在が明らかにされている(OECD 2017a)。 

 

例えば、中小企業のサービス輸出におけるサービス貿易制限の平均レベルは、大企業と比
較して 12%の追加関税負担に相当する（OECD 2015）。海外に関連会社を設立するには、さ
らに様々な埋没費用や固定費用が生じる。海外の関連会社を通じて特殊サービスを販売す
る売上高 500 万ユーロの中規模企業のサービス貿易制限の平均レベルは、大企業と比べて
19%の追加関税負担にも相当する。つまり、サービス市場の開放は、主に中小企業に利益を
もたらすと言えよう。それは市場へのアクセスを拡大するだけでなく、中小企業が国際事業
を行う上で不可欠なサービスへの投入コストを削減することになるからである 

 

＊貿易の円滑化 

 

一部の貿易コストは低減されたものの、他は依然としてそのままである。財貿易では、今
なお国境において、また国境前後で、かなりのコストが発生しており、貿易円滑化を効率的
に進めるための継続的な努力が必要なことは明らかである。国境手続きを効率化し、貿易書
類を簡素化し、国境手続きを自動化する政策を推進することが有効だろう（OECD 2015）。
物流に関する改革を実施する上で、全ての国にとって最適な制度や取り決めは存在しない。
しかし、着実に実施するには民間も含む集団的枠組みが肝要である。カナダ、中国、フィン
ランド、ドイツ、マレーシア、モロッコは既にそのための協議会や類似の調整メカニズムを
導入している（OECD-WB 2015）。時間のかかる煩雑な国境手続きの改革は、各国の発展水



5 

準によって異なるものの、貿易コストの 12%から 18%の削減をもたらすだろう（OECD 2015）。
また、中小企業が抱える貿易コストは、適用される些少（de minimis）基準値（価格帯境界
値）によっても異なる。基準を下回れば関税や税金は徴収されないが、上回ると関税の支払
い義務が課され、荷物は国境での検査のため遅延し、納期が伸びる可能性も出てくる。 

 

＊GVCへの参加促進のための競争的な国内市場の整備 

 

製品市場の規制撤廃は、イノベーションを促進するとともに、競争が高まることによって
効率性の最も高い中小企業の成長を促し、そのような中小企業のGVCへの参加を促進する。
加えて、煩雑な手続きの軽減は、投入財へのアクセスをより容易かつ安価なものにするため、
このような投入財を使用する川下企業に有利に働く（Abe 2013）。しかし、サービスの一層
の自由化を図る余地はある。サービス分野（電気通信、輸送・物流、専門的サービスなど）
における起業の障壁の低減は、GVC への参加拡大にとりわけ重要である（OECD 2017a）。 

 

＊多様な規制・基準への中小企業による対応の支援 

 

規制・基準が異なることは、中小企業の GVC への統合を阻む主要な障壁となり得る。国
際貿易の 30%が技術的な貿易障壁の対象となっており、農産物の 60%以上が衛生・植物検
疫措置の適用対象である（Nicita and Gourdon 2013）。しかし、基準が国家間で統一されてい
るとは言いがたく、各輸出先市場の規制・基準に適合するため、企業は生産工程、特定の包
装・ラベル表示に多大な投資を行い、同一製品について複数の認証手続きを求められる
（OECD 2013）。そこで、このような要件を満たすために中小企業に技術的な支援を提供す
ることが重要になる（Gereffi 2018）。さらに、規制・基準を相互に承認し、統一することが
できれば、小規模な輸出業者の法令遵守の負担は軽減されるだろう（OECD-WB 2015）。 

 

＊中小企業の国際的活動のための資金アクセス支援 

 

GVC に参加するには、多くの場合、製品や製法のイノベーションのために投資を行い、
技術を向上させる必要がある。また、輸出のための資金や、生産と海外の顧客からの支払い
までの間に起こり得る遅延に対応する運転資金も必要になる（WTO 2016b）。中小企業にと
ってはこのような資金調達が課題であり、不完全な信用市場を是正し、「中小企業金融に関
する G20/OECD ハイレベル原則」に沿って中小企業が利用できる資金調達手段の拡大を支
援する政策が必要である（G20/OECD 2015）。それには、輸出信用保証や、サプライチェー
ンへの融資の発展を図る施策が含まれる（OECD-WB 2015; BIAC et al. 2016）。例えばメキシ
コでは、国営の開発銀行であるメキシコ産業金融公社が立ち上げた生産チェーン・プログラ
ムの下、小規模サプライヤーは大手の買手からの売掛債権を使って運転資金を調達できる。
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また同プログラムは中小企業に資金面の研修・支援を提供するとともに、電子プラットフォ
ームを通じて大規模な買手・中小企業・金融機関間の交流を促進している（OECD 2015）。 

 

＊ビジネスチャンス、海外の製品規格、貿易手続きおよび潜在的バイヤー／サプライヤーと
の接触に関連する情報障壁についての公的支援 

 

規則や規制に関する情報や市場情報の提供、国際見本市、海外でのビジネスパートナーの
身元照会などの支援は、中小企業が海外で活動する助けとなる（European Commission 2010）。
ネットワークを構築し、同業他社と交流する機会を得ることは、企業にとって国際的な成功
を収める上で重要なカギとなる（Solano Acosta et al. 2018）。同じ市場に輸出し、その輸出市
場についての経験を持って労働者を雇用している同業種の近い企業からスピルオーバー効
果が生じることが多いからである（Choquette and Meinen 2015）。 

 

しかし、国際的に事業を展開する中小企業を含む多くの中小企業は、利用可能な支援をあ
まり認識していない（European Commission 2010）。輸出振興を担当する政府機関（多くの場
合この種の各種情報サービスを提供している）が大企業による輸出よりも中小企業による
輸出により大きな影響を与えていることを示唆するエビデンスがあるにもかかわらず、で
ある（Cruz 2014）。例えば韓国では、輸出能力強化事業（中小企業庁が実施）を通じて、中
小企業を対象に教育、世界市場に関する情報提供、マーケティング、市場調査、戦略コンサ
ルテーション、グローバルブランドの開発など幅広いサービスを提供している（Kim 2017）。 

 

＊国際化とGVC参加に向けた中小企業のスキル投資の支援 

 

技術を向上させ、生産を拡大するには、スキルと組織資本が必要となる。質の高い初期教
育と職業教育・生涯学習機会を結びつける政策や、国際活動を行う人材や適切なスキルを確
保するために中小企業を支援する取り組みなど、スキル投資への支援が極めて重要である
（OECD-WB 2015）。ポルトガルでは、国際的なキャリアを目指す潜在能力の高い人材を求
める企業と新卒の若者とのマッチングを行う"INOV Contacto"プログラムが実施されている。 
 

研修やスキル育成を通じて企業の能力向上を支援するプログラムも、中小企業の国際化
の重要な要素となり得る（OECD 2008）。国際市場に進出する中小企業の専門知識や戦略的
能力を向上させるための包括的なアプローチとして、研修をコンサルタントや輸出アドバ
イザーによるコーチングと組み合わせたプログラムが挙げられる。その一例が、デンマーク
の Vitus プログラム（2010 年に開始）である。このプログラムは、国際的成長がとりわけ見
込まれる中小企業を対象に、輸出戦略の策定・実施に関するカウンセリングと 1 年間の集中
コーチングを行うものである。 
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＊イノベーションへの投資の促進 

 

知的財産の保護、研究開発への財政的インセンティブ、産学連携などを通じて地域のイノ
ベーションへの投資を支援する政策は、中小企業が新技術を取り入れる能力を向上させる
ことができる（OECD 近刊）。企業と研究・教育・訓練機関との連携強化を促す政策は、GVC

のアップグレードに必要とされる知識移転を容易にする。とりわけ、外国企業との間でスピ
ルオーバーが生じる場合、企業間の研究協力は企業のイノベーションの質に好影響を与え
る（Iino et al. 2018）。 

 

中小企業と外国企業の連携を促進する政策は、技術や製品、生産工程、経営慣行の開発や
移転にも役立つ(OECD 2008)。例えば、トルコでは 2017 年、電子商取引サイトの会員に支
援を提供するとの経済省の決定に従い、トルコ輸出業者会議が、電子商取引プラットフォー
ムであるアリババおよびコンパスと協定を締結した。他の国々の経験が示すように、このこ
とによりグローバルな電子商取引市場への中小企業の参加が促進され、新規参入者にも機
会が創出されると期待されている。ニュージーランドでは、アリババで事業を展開する中小
企業は、低コストで海外市場に参入でき、ビジネスネットワークを通じて市場知識を簡単に
獲得している。とは言え、多くの場合、さらなる国際化のためには、海外に子会社を設立し、
現地スタッフを雇用する必要が出てくるので、オンラインプラットフォームは第一歩に過
ぎない（Jin and Hurd 2018）。 

 

＊政府全体での取り組みを通じた中小企業のための国内・国際事業支援環境の整備 

 

取引環境がますます複雑化する中、国内における政府全体での取り組みをより重視する
必要が生じている（OECD 2018）。国際化を進める中小企業が直面する制約の多くは、情報、
スキル、技術、融資へのアクセスが不十分であることに起因しており、それらへの継続的な
対策が重要である。貿易政策に関しては、財・サービスの継続的な自由化や、貿易円滑化と
コネクティビティに対する持続的支援を通じて輸入コストを削減することが、中小企業が
新たな機会をより効率的に開拓するために有効だろう。輸出競争力の向上は、中小企業が
GVC の上流部分で果たす重要な役割を認識した上で、より広範な政策措置を通じて達成さ
れるだろう。とりわけ規模を必要とする分野においては、生産についての全体的な視点を反
映するよう政策を適合させるべきである。 

 

新しい機会についてより多くの情報を中小企業に提供し、国内外の大企業との連携を促
進するプログラムは、中小企業が中間財・サービスの生産における比較優位をより一層活用
するのに役立つ (OECD-INADEM2018)。 
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デジタル貿易に従事したいと考える中小企業には、安価で信頼できるデジタルネットワ
ークへのアクセスが必要である（OECD 近刊）。すなわち、優れた物理的なインフラと適切
な規制の枠組みが必要である。この点で、電気通信サービスの貿易制限は、デジタルネット
ワークへのアクセスに要するコストの増大を招き、デジタル貿易がもたらす新しい機会か
ら恩恵を得る能力に関して中小企業に相対的に不利な影響を及ぼす。 

 

デジタルインフラの質を上げ、アクセスコストを下げるデジタル・コネクティビティの促
進は、デジタル貿易革命を最大限活用する能力を中小企業に与えるだろう（OECD 2017b）。
貿易をなるべく歪めることなく、また自由でオープンなインターネットの恩恵を維持する
やり方で、政策立案者が、重要な公共政策の目的を達成する方法を探ることが極めて重要と
なるだろう。それはつまり、あらゆる規模の企業や市民団体を含む様々な利害関係者の参加
を得て、より大きな国際的対話を推進すべきことを意味する。 
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